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　平素は私ども日本海しんきんに対しまして格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。

　おかげさまで日本海信用金庫は、大正12年12月28日、町民の生活安定と産業振興

の理念のもとに設立された浜田町信用組合の誕生から今年で創立90周年を迎えます。

　これまで当金庫を支えご協力いただいた地域の皆様、ご指導いただいた諸先輩の方々

に心より感謝申し上げます。

　日本海しんきんは、本年もここに業務内容をはじめ、皆さまがお知りになりたいことをわ

かりやすく解説したミニディスクロージャー誌を発行いたしました。この小冊子をご覧い

ただきまして、日本海しんきんに対するご理解・ご信頼をより一層深めていただければ幸

いに存じます。

当金庫の概要
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島根県浜田市殿町83番地1
大正12年12月28日
13店舗
50億91百万円
13,323名
140名（男性：95名、女性：45名）
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日本海しんきんの預金・貸出金についてご報告致します。
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　預金は、個人、法人とも順調に増加し、期末残高は前期比2,087百万円増加の
92,145百万円となりました。貸出金は、長引くデフレ不況や縮小する地域経済等、
資金需要が低調ではありましたが、期末残高は1,240百万円増加の50,579百万
円となりました。
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●最近の主要な経営指標の推移

●経常収益、経常利益の推移

　経常収益は貸出金利息の減少などにより1,922百万円と対前期比62百万円
減収となりました。経常費用は預金利息の減少や経費削減などから、対前期比
99百万円減少の1,732百万円となりました。この結果、経常利益は189百万
円となり対前期比36百万円の増加、当期純利益は176百万円と対前期比31百
万円の増加となり、毎期安定した収益を計上しております。
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経常収益

日本海しんきんの平成24年度決算内容についてご報告致します。
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●総資産額、純資産額の推移
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　金融機関の健全性を見る指標で自己資本比率とともに重要なものとして不良
債権比率があります。金融再生法開示債権額は、情報開示としての有用性を高め、
開示基準の透明性を向上させるとの観点から、貸出金に加え、債務保証見返、
未収利息、仮払金等の自己査定による資産の査定結果からとらえたものとなって
おります。
　長引くデフレ不況や縮小する地域経済等、厳しい状況が続いており、平成24
年度の不良債権とされる合計額は4,425百万円となりましたが、約96％は担保、
保証、貸倒引当金等でカバーされており、健全性・安全性に問題はありません。

日本海しんきんの不良債権についてご報告致します。
不良債権
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破産更生債権及び
これらに準ずる債権

注１　「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対
する債権およびこれらに準ずる債権です。

注２　「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経営成績が悪化し、契約に従った債権の元
本の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権です。

注３　「要管理債権」とは、「３ヶ月以上延滞債権」および「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。
注４　「正常債権」とは、債務者の財政状態および経営成績に特に問題がない債権であり、上記以外の債権です。
注５　「金融再生法上の不良債権」における「貸倒引当金」には、正常債権に対する一般貸倒引当金を除いて計上しております。

●金融再生法開示債権および同債権に対する保全状況

●金融再生法開示債権額の推移
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棒グラフ・・・金融再生法開示債権額（単位：百万円）
折れ線グラフ・・・金融再生法開示債権比率（単位：％）

0

15.00％
14.00％
13.00％
12.00％
11.00％
10.00％
９.00％
８.00％
７.00％
６.00％
５.00％

1,000

2,000

3,000

4.000

5.000
4,227

8.17

4,255

8.54

4,425

8.67

●自己資本額、リスク・アセット等の状況

平成22年度

日本海しんきんの自己資本比率についてご報告致します。

　自己資本比率は、金融機関の健全性・安全性を表す重要な指標のひとつです。
当金庫の自己資本比率は、12.47％と国内基準の4％を大きく上回っております。
　また、自己資本額も毎年着実に積み増すことができています。
　今後とも経営の健全性を高め、安全性を確保していけるよう自己資本の充実に
努めてまいります。

（注）1．「信用金庫法第89条第１項において準用する銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用
金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断する
ための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採
用しております。

　　2．自己資本比率規制の一部を弾力化する特例（平成24年金融庁告示第56号）に基づき、「その他有価証
券の評価差損」を基本的項目から控除しないこととされていますが、当金庫では平成22年度、平成23
年度および平成24年度とも「その他有価証券の評価差損」が発生していないことから自己資本比率の
算出結果に影響はありません。

自己資本比率

14.00％

12.00％

10.00％

8.00％

6.00％

4.00％

2.00％

0.00％

自己資本額

リスク・アセット

自己資本比率

平成24年度
4,518

215
4,734

34,450
266

3,228
37,945
12.47%

4,366
230

4,596
33,575

349
3,286

37,211
12.35%

4,243
229

4,473
33,274

427
3,384

37,085
12.06%

平成22年度 平成23年度項　　　　　　　目
基本的項目（Tier1）
補完的項目（Tier2）

計（A）
オン･バランス項目
オフ・バランス取引等項目

計（B）
（A）/（B）×100

オペレーショナル・リスク相当額を8%で
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トピックス

郷土芸能を大人から引継ぎ一緒に守る子供達の晴れの舞台として、また、体験、交流の場
となることを願い、平成20年度から石見子供神楽「どんちっち祭り」を開催しております。
今年は平成25年１月20日に開催いたしました。今後も引き続き開催してまいります。

石見子供神楽「どんちっち祭り」開催

商品のご案内

2013
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は土、日、祝日ATM稼動店
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浜田マリン大橋（浜田市）

はっしータワー（浜田市）

有福ハンドキャンドル（江津市）

萩・石見空港（益田市）

2013年 ディスクロージャー誌

日本海信用金庫の
現況
Disclosure Report 2013

おかげさまで 90周年
これからも地域と共に 100年へ

江の川（江津市）

匹見峡（益田市）


